
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
廃
止
後
の
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

特集
リ
ス
ク
を
特
定
・
評
価
し
、

低
減
措
置
を
講
じ
る
態
勢
整
備
を
検
証

国
際
社
会
が
テ
ロ
等
の
脅
威
に
直
面
し
、
地
政
学
的
な
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
犯

罪
や
テ
ロ
等
に
つ
な
が
る
資
金
の
遮
断
は
、
国
際
社
会
の
共
通
課
題
と
認
識
さ
れ
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ

リ
ン
グ
お
よ
び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
へ
の
目
線
も
急
速
な
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。今
年
は
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ（
金

融
活
動
作
業
部
会
）に
よ
る
第
４
次
対
日
相
互
審
査
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
金
融
機
関
等
に
お
い
て
は
、マ

ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
を
適
切
に
特
定
・
評
価
し
、
そ
の
リ
ス
ク
に
応
じ
た
低
減
措
置
を
講
じ

る
態
勢
整
備
が
急
務
で
あ
り
、
こ
う
し
た
点
が
今
後
の
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
着
眼
点
と
な
る
。

金
融
庁　

総
合
政
策
局

リ
ス
ク
分
析
総
括
課

金
融
証
券
検
査
官

日
下 

誠
也

金
融
証
券
検
査
官（
弁
護
士
）

津
田 

慧

マ
ネ
ロ
ン・テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
管
理

　

わ
が
国
は
、
こ
れ
ま
で
国
際
社
会

の
潮
流
や
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
に
よ
る
対
日
相

互
審
査
に
お
け
る
指
摘
事
項
等
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の

移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
犯
収

法
）
を
改
正
し
、
後
述
の
リ
ス
ク
ベ

ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ｒ
Ｂ
Ａ
）
を

一
部
導
入
す
る
な
ど
、
マ
ネ
ロ
ン
・

テ
ロ
資
金
供
与
対
策
へ
の
取
組
み
を

順
次
進
め
て
き
た
。
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
の
基

準
か
ら
す
る
と
、
関
係
法
令
等
を
遵

守
す
る
の
み
の
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
に
よ

る
画
一
的
な
対
応
で
は
不
十
分
と
い

え
、
自
ら
が
直
面
し
て
い
る
リ
ス
ク

を
適
時
か
つ
適
切
に
特
定
・
評
価
し
、

そ
の
リ
ス
ク
に
応
じ
た
低
減
措
置
を

講
ず
る
Ｒ
Ｂ
Ａ
が
当
然
に
実
施
す
べ

き
事
項
（
ミ
ニ
マ
ム
・
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
）
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
金
融

庁
は
Ｒ
Ｂ
Ａ
に
基
づ
く
マ
ネ
ロ
ン
・

テ
ロ
資
金
供
与
対
策
の
基
本
的
な
考

え
方
等
を
明
確
に
し
、
今
後
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
あ
り
方
等
を
示
す
た
め
、

２
０
１
８
年
２
月
、「
マ
ネ
ー
・
ロ

ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供
与

対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
公
表
の

経
緯

公
表
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
①
基
本
的
考

え
方
、
②
Ｒ
Ｂ
Ａ
、
③
管
理
態
勢
と

そ
の
有
効
性
の
検
証
・
見
直
し
、
④

金
融
庁
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
、

の
４
章
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

概
要
は
図
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま

ず
は
、
ミ
ニ
マ
ム
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

た
る
Ｒ
Ｂ
Ａ
の
全
体
像
を
適
切
に
理

解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
Ｒ

Ｂ
Ａ
は
リ
ス
ク
の
特
定
・
評
価
・
低

減
と
い
う
３
段
階
に
区
分
さ
れ
る
。

　

リ
ス
ク
の
特
定
・
評
価
は
、
す
べ

て
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
、
取
引
形
態
、

国
・
地
域
、
顧
客
属
性
等
の
カ
テ
ゴ

Ｒ
Ｂ
Ａ
の
全
体
像
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検査マニュアル廃止後の金融モニタリング特集
リ
ー
ご
と
の
総
合
的
な
検
証
を
経
た

う
え
で
、
そ
れ
ら
の
固
有
リ
ス
ク
の

有
無
を
洗
い
出
し
（
リ
ス
ク
の
特

定
）、
抽
出
さ
れ
た
固
有
リ
ス
ク
ご

と
の
発
生
可
能
性
や
そ
の
影
響
度
等

か
ら
リ
ス
ク
の
大
き
さ
を
評
価
す
る

こ
と
（
リ
ス
ク
の
評
価
）
を
意
味
す

る
。
ま
た
、
リ
ス
ク
の
低
減
と
は
、

実
際
の
顧
客
の
属
性
・
取
引
の
内
容

等
を
調
査
し
、
調
査
の
結
果
を
リ
ス

ク
評
価
の
結
果
と
照
ら
し
、
追
加
的

な
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
資
料
を
求
め
る
と

と
も
に
、
取
引
承
認
権
者
を
変
更
す

る
な
ど
、
リ
ス
ク
に
応
じ
た
低
減
措

置
を
講
ず
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、
Ｒ
Ｂ
Ａ
と
は
、
金
融

機
関
等
が
自
身
の
固
有
リ
ス
ク
を
特

定
し
、
そ
の
固
有
リ
ス
ク
の
大
き
さ

を
評
価
し
、
そ
の
リ
ス
ク
に
応
じ
た

低
減
措
置
を
講
じ
る
一
連
の
プ
ロ
セ

ス
で
あ
る
。

　

金
融
庁
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
公
表

後
、
わ
が
国
の
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資

金
供
与
リ
ス
ク
管
理
態
勢
の
高
度
化

に
向
け
、
金
融
機
関
等
に
対
し
て
取

引
等
実
態
調
査
や
緊
急
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
に
よ
る
送
金
取
引
に
係
る
窓
口

業
務
、管
理
体
制
の
緊
急
点
検
、な
ら

び
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

分
析
や
当
該
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
す
る

た
め
の
具
体
的
な
行
動
計
画
の
策
定

・
実
施
を
要
請
し
て
き
た
。
こ
れ
ら

の
取
組
み
は
、
デ
ー
タ
や
課
題
の
整

理
を
通
じ
て
金
融
機
関
等
の
自
律
的

な
態
勢
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

金
融
庁
に
お
い
て
も
各
金
融
機
関
等

の
リ
ス
ク
の
所
在
や
統
制
状
況
を
把

握
し
、
そ
の
リ
ス
ク
に
応
じ
た
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
実
施
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
態
勢
強
化
を

さ
ら
に
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
順
次
、

個
別
金
融
機
関
等
の
管
理
態
勢
等
に

つ
い
て
オ
ン
・
オ
フ
両
面
で
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
態
勢
高
度
化

に
向
け
た
提
言
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
と
並
行
し
て
、
業

界
団
体
と
の
意
見
交
換
会
や
経
営
陣

を
含
む
金
融
機
関
等
の
職
員
と
の
対

話
、
金
融
機
関
向
け
セ
ミ
ナ
ー
と
い

っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
し
て
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
趣
旨
や
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
か
ら
得
ら
れ
た
参
考
事
例
の
説

明
な
ど
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供

与
対
策
の
必
要
性
と
あ
り
方
に
つ
い

て
の
理
解
を
促
す
取
組
み
（
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
）
を
実
施
し
て
き
た
。

　

金
融
庁
は
引
き
続
き
、
関
係
省
庁

や
関
係
業
界
団
体
に
加
え
、
諸
外
国

の
関
係
当
局
等
と
も
連
携
し
な
が
ら

情
報
収
集
を
図
り
、
金
融
機
関
等
に

お
け
る
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与

リ
ス
ク
を
分
析
し
、
そ
の
リ
ス
ク
に

応
じ
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
。

さ
ら
に
、
業
界
団
体
や
金
融
機
関
等

に
対
し
て
、
そ
の
成
果
を
還
元
す
る

こ
と
で
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供

与
対
策
に
係
る
態
勢
整
備
の
強
化
を

促
進
し
て
い
く
。

　

現
時
点
に
お
け
る
マ
ネ
ロ
ン
・
テ

ロ
資
金
供
与
対
策
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
金
融
機
関
等
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
く
態
勢
高
度
化
に
向
け
た
取

組
み
に
着
手
し
て
い
る
も
の
の
、
業

態
や
金
融
機
関
ご
と
の
実
施
状
況
に

差
異
が
見
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、
経
営
陣
の
積
極
的
な
関

与
の
も
と
、
自
社
特
有
の
リ
ス
ク
の

特
定
・
評
価
を
網
羅
的
か
つ
包
括
的

に
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て

態
勢
を
整
備
し
た
り
、
明
確
な
行
動

計
画
を
策
定
し
た
り
し
て
、
適
切
に

進
捗
を
管
理
し
て
い
る
金
融
機
関
等

が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
趣
旨
を
狭
く
解
釈
し
、
正
確
な

現
状
認
識
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
「
対
応
が
求
め
ら
れ

る
事
項
」
と
現
状
と
の
間
に
「
特
段

の
差
異
は
な
い
」
と
し
て
、
行
動
計

画
の
内
容
ま
た
は
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
具
体
性
を
欠
き
、
経
営
陣
の
関

与
が
不
十
分
と
推
測
さ
れ
る
金
融
機

関
等
も
相
当
程
度
存
在
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
リ
ス
ク
評
価
書
に
お
い
て
、

犯
収
法
お
よ
び
国
家
公
安
委
員
会
公

表
の
犯
罪
収
益
移
転
危
険
度
調
査
書

に
記
載
の
高
リ
ス
ク
取
引
の
み
を
自

社
の
「
高
リ
ス
ク
取
引
」
と
評
価
し
、

そ
も
そ
も
自
社
が
提
供
す
る
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
が
網
羅
さ
れ
て
お
ら
ず
、

疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
結
果
を
活
用

し
て
リ
ス
ク
を
評
価
し
て
い
な
い
な

ど
、
リ
ス
ク
の
特
定
・
評
価
が
不
十

分
な
事
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
リ
ス
ク
評
価
書
の
作
成

や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
分

析
・
行
動
計
画
の
策
定
と
い
っ
た
業

務
に
傾
倒
す
る
あ
ま
り
、
口
座
開
設

時
の
本
人
確
認
や
実
質
的
支
配
者
の

確
認
、
海
外
送
金
受
付
時
の
取
引
時

確
認
等
、
日
常
業
務
の
中
で
直
面
し

て
い
る
リ
ス
ク
へ
の
対
応
が
お
ろ
そ

か
に
な
っ
て
い
る
事
例
も
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
営
業
店
に
お
け
る
基
本
動

作
の
周
知
・
徹
底
や
本
部
に
よ
る
営

リ
ス
ク
に
応
じ
た

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

対
策
の
取
組
状
況
に

見
ら
れ
る
濃
淡
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業
店
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
不
備
に
よ

り
、
異
常
取
引
と
し
て
検
知
さ
れ
な

い
ま
ま
に
不
審
・
不
自
然
な
海
外
送

金
が
複
数
回
実
行
さ
れ
た
よ
う
な
事

例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ほ
か
に
も
、
異

常
取
引
が
検
知
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
を
提

出
す
れ
ば
足
り
る
も
の
と
誤
解
し
、

厳
格
な
取
引
時
確
認
を
行
わ
な
い
ま

ま
、
関
係
法
令
等
の
形
式
的
な
確
認

を
行
っ
た
の
み
で
こ
れ
を
実
行
し
て

い
た
事
例
な
ど
、
Ｒ
Ｂ
Ａ
の
態
勢
整

備
の
遅
れ
が
顕
在
化
し
た
事
例
も
見

受
け
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
顧
客
の
リ
ス
ク
評
価
に
応

じ
た
継
続
的
な
顧
客
管
理
措
置
の
実

施
に
改
善
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。

顧
客
の
リ
ス
ク
評
価
と
は
、
す
べ
て

の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
、
取
引
形
態
、

国
・
地
域
、
顧
客
属
性
等
に
対
す
る

金
融
機
関
等
に
お
け
る
リ
ス
ク
の
評

価
の
結
果
を
総
合
し
、
利
用
す
る
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
や
顧
客
属
性
等
に
し

た
が
っ
て
す
べ
て
の
顧
客
に
つ
い
て

リ
ス
ク
評
価
を
行
う
こ
と
を
意
味
す

る
。
顧
客
の
リ
ス
ク
評
価
は
、
取
引

時
確
認
等
の
顧
客
受
入
時
の
管
理
措

置
の
深
度
（
通
常
か
、
厳
格
か
、
簡

素
か
）、
継
続
的
な
顧
客
管
理
措
置

の
頻
度
お
よ
び
取
引
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
敷
居
値
と
い
っ
た
具
体
的
な
リ
ス

ク
低
減
措
置
の
内
容
を
決
定
す
る
に

あ
た
っ
て
の
基
準
と
な
る
。

　

継
続
的
な
顧
客
管
理
措
置
の
具
体

的
な
内
容
は
、
例
え
ば
、
個
人
顧
客

に
は
届
出
住
所
、
口
座
利
用
目
的
、

職
業
等
に
変
化
が
な
い
か
を
、
法
人

顧
客
に
は
名
称
、
所
在
地
、
口
座
利

用
目
的
、
事
業
内
容
（
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
や
商
流
も
含
む
）
等
に
変
化
が

な
い
か
を
定
期
的
に
確
認
し
た
う
え

で
、
顧
客
の
リ
ス
ク
評
価
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
高
リ
ス
ク

で
あ
れ
ば
１
年
に
１
回
、
中
リ
ス
ク

で
あ
れ
ば
２
年
に
１
回
、
低
リ
ス
ク

で
あ
れ
ば
３
年
に
１
回
と
い
う
よ
う

に
、
顧
客
の
リ
ス
ク
評
価
に
応
じ
て

そ
の
頻
度
を
変
更
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
リ
ス
ク
に
応

じ
た
頻
度
で
の
定
期
的
な
見
直
し
に

の
み
に
注
力
し
た
形
式
的
な
管
理
と

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
肝
要

だ
。
顧
客
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
た
と

想
定
さ
れ
る
具
体
的
な
事
象
が
発
生

し
た
場
合
（
例
え
ば
適
時
開
示
や
報

道
等
に
よ
る
不
芳
情
報
や
、
い
わ
ゆ

る
特
殊
詐
欺
利
用
口
座
に
お
け
る
入

継
続
的
な
顧
客
管
理
措
置
に

改
善
の
余
地

〔図表〕 「マネー・ローンダリング及びテロ資金供与対策に関するガイドライン」の概要

基
本
的
考
え
方

Ｒ
Ｂ
Ａ

■マネロン・テロ資金供与対策に係る基本的考え方
⇒時々変化する国際情勢等の変化に対して、機動的かつ実効的な対応を実施するためには、自らのリスクを適時・適切
に特定・評価し、リスクに見合った低減措置を講ずる「リスクベース・アプローチ」の手法を用いることが不可欠

■金融機関等に求められる取組み
⇒事業環境・経営戦略、リスクの許容度等を踏まえたうえで、実効的な管理態勢を構築し、経営陣の主体的かつ積
極的な関与のもと、組織全体としてマネロン・テロ資金供与対策を高度化することが重要

■業界団体・中央機関の役割
⇒金融機関等の実効的な取組みに資する情報・事例等の共有、システム共同運用の促進

■本ガイドラインの位置付け

■マネロン・テロ資金供与対策に係るＰＤＣＡ　⇒　マネロン・テロ資金供与対策の方針・手続き・計画等を策定、検証、見直し
■経営陣の関与・理解　⇒　マネロン・テロ資金供与対策を経営戦略等における重要な課題に位置付け、適切な資源配分
■経営管理

■グループベースの管理態勢　⇒　グループ全体に整合的な形でマネロン・テロ資金供与対策を実施
■職員の確保、育成等　⇒　専門性・適合性等を有する職員の活用、研修による職員の理解の促進

■金融庁によるモニタリング
■官民連携　⇒　業界団体、関係省庁等との連携による情報発信や金融機関等との対話

■リスクの特定
リスクの所在を特定する作業。
金融機関等の規模・特性等を踏
まえ、包括的かつ具体的に特定

■リスクの評価
特定したリスクを評価する作業。
金融機関等の事業環境・経営戦
略等を踏まえて、全社的に実施

第１線
顧客と接点のある営業部門が、
方針や手続き等を理解して対応

第２線
担当役員等を中心に、管理部門
が第１線を継続的モニタリング

第３線
マネロン・テロ資金供与対策
にかかわる必要な監査を実施

■リスクの低減
特定・評価したリスクを低減する作
業。実際の顧客や取引のリスクに応
じて、実効的に低減措置を実施

（例）顧客管理、取引モニタリング・フィルタリング、
疑わしい取引の届出、ＩＴシステムの活用等■海外送金等を行う場合の留意点　　　■FinTech 等の活用

管
理
態
勢

当 

局
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検査マニュアル廃止後の金融モニタリング特集
出
金
の
パ
タ
ー
ン
が
確
認
さ
れ
た
場

合
等
）
に
お
い
て
も
、
顧
客
情
報
や

取
引
内
容
を
確
認
・
検
証
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
リ
ス
ク
評

価
の
見
直
し
や
疑
わ
し
い
取
引
の
届

出
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
に
、
不

芳
情
報
等
の
監
視
態
勢
や
リ
ス
ク
評

価
見
直
し
の
基
準
を
定
め
る
な
ど
、

Ｒ
Ｂ
Ａ
に
よ
る
顧
客
管
理
措
置
や
疑

わ
し
い
取
引
の
届
出
態
勢
の
実
効
性

を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

な
お
、
例
え
ば
非
営
業
性
個
人
の

生
活
口
座
で
、
顧
客
の
給
与
が
入
金

さ
れ
、
公
共
料
金
の
引
落
し
等
が
行

わ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
口
座
等
は
、

一
括
り
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
低
リ
ス

ク
先
と
し
て
評
価
し
、
簡
素
化
さ
れ

た
管
理
を
実
施
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

　

態
勢
整
備
が
遅
れ
て
い
る
金
融
機

関
等
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
マ
ネ

ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
が
経
営

課
題
と
し
て
全
社
的
な
リ
ス
ク
管
理

の
問
題
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
が
根
本
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
ず
は
、
経
営
陣
に
お
い
て

マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク

を
経
営
上
の
リ
ス
ク
で
あ
る
と
認
識

し
、
主
体
的
か
つ
積
極
的
に
関
与
し

た
う
え
で
、
全
社
的
な
リ
ス
ク
の
特

定
・
評
価
を
行
い
、
そ
の
リ
ス
ク
に

応
じ
た
対
策
を
的
確
に
実
施
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
金
融
機
関
等
に
お
け
る

マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク

を
す
べ
て
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
、
す

べ
て
の
顧
客
に
つ
い
て
包
括
的
か
つ

具
体
的
に
特
定
・
評
価
し
、
こ
れ
を

踏
ま
え
、
第
１
線
（
営
業
店
）
に
対

し
て
リ
ス
ク
が
あ
る
と
疑
わ
れ
る
事

例
や
検
証
の
ポ
イ
ン
ト
を
具
体
的
な

規
程
と
し
て
文
書
化
し
た
う
え
で
、

関
係
部
署
に
伝
達
し
、
事
務
フ
ロ
ー

と
し
て
浸
透
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

第
１
線
は
、
リ
ス
ク
に
最
初
に
直
面

し
、
こ
れ
を
防
止
す
る
役
割
を
担
っ

て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
用

い
な
が
ら
、
主
体
的
な
リ
ス
ク
管
理

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
第
２
線
（
管
理
部
門
）
で

は
、
す
べ
て
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
、

す
べ
て
の
顧
客
に
関
す
る
リ
ス
ク
評

価
結
果
を
踏
ま
え
、
営
業
店
等
が
不

審
・
不
自
然
な
取
引
を
的
確
に
検
知

・
報
告
で
き
る
態
勢
を
構
築
す
る
と

と
も
に
、
第
１
線
の
自
律
的
な
リ
ス

ク
管
理
に
対
し
て
独
立
し
た
立
場
で

牽
制
を
行
い
な
が
ら
、
同
時
に
第
１

線
を
支
援
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
第
３
線
（
内
部
監
査
部

門
）
は
、
第
１
線
・
第
２
線
の
取
組

み
を
独
立
し
た
立
場
か
ら
適
時
か
つ

適
切
に
検
証
す
る
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
経
営
陣
は
、
監
査
報
告

書
等
か
ら
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金

供
与
リ
ス
ク
管
理
態
勢
に
係
る
内
部

監
査
が
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
、
そ

の
指
摘
事
項
に
つ
い
て
の
対
策
が
ど

の
よ
う
に
検
証
さ
れ
た
の
か
を
把
握

し
た
う
え
で
、
必
要
に
応
じ
て
追
加

的
な
リ
ソ
ー
ス
の
検
討
も
含
め
た
全

社
的
な
態
勢
見
直
し
の
指
示
を
行
う

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
今
年
４
月
か
ら
新
た
な

在
留
資
格
「
特
定
技
能
１
号
」・「
特

定
技
能
２
号
」
に
よ
る
外
国
人
材
の

受
入
れ
が
開
始
予
定
で
あ
る
。
犯
罪

収
益
移
転
危
険
度
調
査
書
（
18
年
12

月
）
81
頁
に
お
い
て
は
、「
近
年
、

我
が
国
に
お
け
る
外
国
と
の
取
引
が

悪
用
さ
れ
た
事
例
の
多
く
に
は
、
来

日
外
国
人
の
関
与
が
認
め
ら
れ
る
」

旨
も
指
摘
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
わ
が
国
に
一
定
期
間
居

住
す
る
外
国
人
（
留
学
生
、
技
能
実

習
生
等
）
へ
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
提
供

時
に
お
い
て
、
外
国
人
で
あ
る
こ
と

の
み
を
理
由
と
し
て
、
マ
ネ
ロ
ン
・

テ
ロ
資
金
供
与
対
策
の
名
目
で
合
理

的
な
理
由
な
く
取
引
の
謝
絶
が
行
わ

れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
外

国
人
と
の
取
引
に
つ
い
て
は
、
在
留

期
間
を
管
理
し
た
う
え
で
、
例
え
ば

帰
国
前
の
口
座
解
約
を
促
し
た
り
、

期
間
満
了
後
に
自
動
入
出
金
停
止
コ

ー
ド
を
設
定
す
る
枠
組
み
を
構
築
し

た
り
す
る
な
ど
、
リ
ス
ク
に
応
じ
た

適
切
な
低
減
措
置
を
講
ず
る
一
方
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
サ
ポ
ー
ト

を
図
る
な
ど
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
の
顧
客
利
便
性
を
考
慮
す
る
こ
と

が
今
後
さ
ら
に
重
要
と
な
ろ
う
。

（
本
稿
に
お
い
て
意
見
に
係
る
部
分
は
筆

者
ら
の
個
人
的
見
解
で
あ
り
、
所
属
す

る
組
織
の
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
）

全
社
的
な
経
営
課
題
と
し
て

位
置
付
け
る

留
学
生
、
技
能
実
習
生
等

へ
の
対
応

く
さ
か　

せ
い
や

14
年
信
託
銀
行
に
入
社
。
18
年
４
月

か
ら
現
職
。

つ
だ　

さ
と
し

15
年
司
法
修
習
終
了
。
16
年
御
堂
筋

法
律
事
務
所
入
所
。
18
年
10
月
か
ら

現
職
。
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